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1111．はじめに．はじめに．はじめに．はじめに    

電子書籍端末の普及が進み，WEB カメラ等の

センサを装備してユーザーの視線を取得する製

品も登場している．これらセンサ情報を活用す

れば，ユーザー嗜好に合致した高度なサービス

を実現できる可能性がある．本稿で取り上げる

「絵本」も，電子書籍コンテンツとして期待さ

れる分野の一つである． 
但し，電子書籍端末により絵本を読み聞かせ

した場合，子どもの顔の確認が難しく，子ども

が絵本を理解しているか否かを話者が判断でき

ない．一方，著者らの先行研究[1]から，子ども

の視線情報と興味の関連性は高い．リアルタイ

ムに子どもの視線を話者にフィードバックでき

れば，より効果的な読み聞かせを実現できる可

能性がある．そこで，アイトラッカー及び PCを

用いた，読み聞かせ支援システムを構築し，提

案システムの有効性を検証した． 
 

2222．提案手法．提案手法．提案手法．提案手法    

タッチパネル式ディスプレイ 2 台と赤外線カ

メラのアイトラッカーを用いて，仮想の電子書

籍端末を構築した（図 2.1）．2 台のディスプレ

イには絵本アプリケーションを表示する．1 台は

幼児用，1 台は話者用であり視線情報も表示する．

話者はリアルタイムに視線情報を見ながら，読

み聞かせを行う．但し，後述の評価実験では，

読み聞かせ後，子どもにお話の内容確認を行っ

て，視線と理解との相関を検証している． 
 

 
図 2.1．提案手法の全体イメージ 

 
 
 
 
 
 

 
2.12.12.12.1    ハードウェア構成ハードウェア構成ハードウェア構成ハードウェア構成    

幼児と話者用にタッチ型ディスプレイがある

が，幼児用ディスプレイの下にアイトラッカー

を設置した．アイトラッカーは株式会社ディテ

クトの製品を用いており，赤外線からユーザー

の瞳を検出し視線を算出する（図 2.2）． 

 
図 2.2．ハードウェア構成図 

 
2.22.22.22.2    電子書籍インターフェース電子書籍インターフェース電子書籍インターフェース電子書籍インターフェース    

 両ディスプレイには異なるインターフェース

画面を同時表示する(図 2.3)．幼児用画面では

「絵」のみ，話者用画面では「絵」＋「リアル

タイムの視線情報」を表示する． 

 
図 2.3．電子書籍インターフェースの画面 

 
2.32.32.32.3    パラメータパラメータパラメータパラメーターーーーの取得の取得の取得の取得    

 本システムではユーザーの視線情報を 0.1秒ご

とに取得し，取得された視線データから「注視

点」及び「注視滞在時間」，「視線移動量」の 3
種類を算出する．注視点においては関連研究よ

り半径 100pixelのエリアに 0.5秒以上視線が停滞

している箇所と設定する[2]． 
 
3333．評価実験．評価実験．評価実験．評価実験    

3.13.13.13.1    実験手順実験手順実験手順実験手順    

リアルタイム視線フィードバックを用いた読

み聞かせ評価実験を行った．実施場所は，A 幼

稚園．5 名の幼児(6 歳児)と，幼児教育専門家及

び素人の話者である．各幼児に内容の難しい絵

本と簡単な絵本の合計 2 冊を読み聞かせし，そ

の後内容確認問題を 3問提示した．3名は専門家，

2名は素人が読み聞かせを行った． 
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内容確認については，フィンランドメソッド

の国語教科書を参考に問題を作成した．5～6 歳

が対象であり，本実験では「内容暗記（ストー

リを覚えている）」＝「理解」と解釈している． 
3.23.23.23.2    実験結果実験結果実験結果実験結果    

3.23.23.23.2.1.1.1.1    視線視線視線視線移動量移動量移動量移動量と問題正答率と問題正答率と問題正答率と問題正答率    

 絵本の各ページの視線移動量及び近似曲線を

図 3.1に示す．視線移動量が一定である場合は正

答率が高く，減少する場合は正答率が低いこと

が判明した．内容確認問題では「内容暗記＝理

解」としていたため，内容を覚えなくては正答

率を上げられない．すなわち，内容をより把握

するためには視線移動量が一定である必要があ

る．そのため絵から内容を把握しようとする，

「内容理解」の行為の表れであると考えられる． 

 

図 3.1．視線移動量と問題正答率 
3.23.23.23.2.2.2.2.2    注視点と問題正答率注視点と問題正答率注視点と問題正答率注視点と問題正答率    

 注視点をマルで表示し，イラストに付加した

正答率の高いパターンと低いパターンを図 3.2に
示す．注視点が絵本各ページの主要なキャラク

ター上に存在していれば正解率が高く，一方で

注視点が登場キャラクター上に存在していなけ

れば正答率が低いことが判明した．視線移動量

と同様，内容を理解しようとするためには絵本

の登場キャラクター上に注視点が存在する必要

がある．すなわち，キャラクター上に注視点が

存在することは「内容理解を行う」行為の表れ

であると考えられる． 

 

3/3正解パターン     1/3正解パターン 
図 3.2．注視点と正答率 

3.23.23.23.2.3.3.3.3    注視滞在時間注視滞在時間注視滞在時間注視滞在時間    

 各注視点における滞在時間に関しては，図 3.3
のように絵本の 9 割のページで，ページ終盤に

で注視点滞在時間が「減少後上昇」or「上昇後下

降」する現象が観察された．注視滞在時間が

徐々に減少する，又は一定である現象は 1 割未

満に過ぎなかった． 

 
図 3.3．注視滞在時間 

各ページ終盤に滞在時間が上昇する傾向は，

幼児が「次のページを期待」する行為だと考え

られる．各ページに入ると，先ず絵から内容を

理解しようとするため，注視箇所は全体的に散

布する．当初は注視滞在時間が増加減少を繰り

返すが，一通り見終えると注視しなくなるため

滞在時間が減少．その後次ページを期待するた

め徐々に滞在時間が増加すると考えられる．次

のページ期待を話者に対して知らせることがで

きれば，更なる読み聞かせ支援になると考える． 
3.2.43.2.43.2.43.2.4    ヒアリングヒアリングヒアリングヒアリング結果結果結果結果    

 話者への視線情報リアルタイムフィードバッ

クの有効性に関し，話者にヒアリングを行った．

「ピンポイントで絵のどの部分を見ているかが

分かり，幼児の反応をリアルタイムに認識でき，

安心感が得られる」との結果を得た．視線情報

の活用法は今度の開発が待たれるが，シンプル

なフィードバックでもその有効性を確認できた． 
 
4444．まとめ．まとめ．まとめ．まとめ    

 リアルタイム視線表示機能を有する読み聞か

せ支援システムを提案し，有効性を検証した．

視線情報フィードバックにより「子どもの見て

いる場所」が分かるため，話者に対して安心感

を提供できる．視線情報に関しては 2 点のこと

が判明した．1)視線移動量が一定であり，注視点

がキャラクター上に存在すれば物語内容をより

理解している．2)ページ終盤で注視滞在時間が減

少から増加することで「次ページへの期待感」

が表れている．今後はこれら視線情報統計量を

リアルタイム提示した際の効果を検討したい． 
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